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いう値が得られた。これらの知見より、ひずみ速度 100～10-2s-1 の範囲において、高強度Mn-Cr-N 鋼は窒素含
有量0.77～1.0mass%の範囲では通常材と同様の冷間加工プロセスを適用することができることがわかった。 
 第 5 章では実機ESR における窒素添加と歩留り制御を取り上げ、窒素添加方法の最適化と窒素添加鋼の実機
鋼塊における窒素歩留りについて検討した。欧州で商用化されている加圧 ESR では粒状の窒化シリコンや窒化
クロムを窒素添加源として使用しているが、非金属介在物が鋼塊内に生成するといった品質問題や合金添加装置
の設備的不具合などが懸念され安定的に操業することが難しい。そこで、本研究においては、実機の窒素添加鋼
の製造に際して、研究室規模で成功しているフェロ窒化物のコアードワイヤによる窒素添加を試行し、その実用
化のために必要な窒素歩留りに関する知見を収集することを目的とした。実機のφ420mmESR およびφ
1850mmESRにおいて窒素添加を試行し、得られたESR鋼塊の成分分析を実施したところ、フェロ窒化物ワイ
ヤによる ESR 鋼塊への窒素添加量のコントロールは、実操業において充分適用可能であることが確認された。
Fe-N-Mnワイヤ試験とFe-N-Crワイヤ試験において窒素歩留まりの相違が認められ、選定した窒化物の融点に
起因するフェロ窒化物ワイヤのスラグ浸漬深さの相違が原因であるものと推定された。また、鋼塊 Middle 部の
径方向における窒素増加量において、鋼塊軸芯部と表層部に相違が生じたが、この現象はメタルプール内で生じ
た溶鋼温度差によるものと推定された。これらの知見により、フェロ窒化物のコアードワイヤを用いた窒素添加
方法の有効性が確かめられ、将来の加圧ESRにおける窒素添加鋼の商用生産が実現可能であることを実証した。 
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